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Ｑ結婚してショックだったことがあ
りました。ある日、仕事が終わって帰宅
すると夫の姿が見えないので、シャワー
でも浴びようとバスルームに行くと、中
から夫の母の声が聞こえました。「い
らっしゃってたんですか？」と声をかけ
ると、「ゆうちゃんと一緒に入ってる
の」という返事。夫が母と一緒にお風呂
に入っていたのです。マザコンとは聞い
ていましたが、すごくショックでした。
こんな話、友達にもできないし、まし
て家族にも言えません。だれに相談して
いいかわかりません。
離婚したほうがいいでしょうね。私は
離婚したいです。離婚するには、どうし
たらいいでしょうか？　私が夫に話して
いいのでしょうか？　だれかを介して話
したほうがいいのでしょうか？　慰謝料
とかいただけるのでしょうか？　教えて
ください。� （Ｋ.Ｓ・25歳）

A突然にありえないことが起こってし
まったのですね。努力では埋まらない大

きな価値観の差が生まれ、離婚への気持
ちが動いているのだと思います。どう前
に進んだらよいのか悩むのなら、まず二
人の出会いから現在までを年表に書きだ
してみると少し心が落ち着くでしょう。
そのうえで今の気持ちを夫へ話す勇気が
あれば直接に、自信がなければ第三者を
介し伝えるとよいと思います。この第三
者とは親や兄弟以外で、K.Sさんが信頼で
き、協力者となってくれる人のことです。
　離婚時に慰謝料をもらえるかどうか
は、これまでの結婚生活の経過で判断さ
れると思います。書いた年表を持ってい
き弁護士など法律の専門家の意見を聞い
てください。一口にマザコンと言っても
母親思いなど肯定的に捉える考え方もあ
るからです。
　今は暗闇を手さぐりで歩くように不安
だと思いますが、離婚を考えるなら法律
の道案内も必要でしょう。K.Sさんに必
要な知識と情報を集め、明るい未来への
入口を見つけてください。

（カウンセラー　笠原ノリ子）

あなたの明日をひらく相談室
○困った時、相談できるところ

小平市の女性相談室
☎０４２–３４５–２４１５
電話または面談（要予約）
月曜～土曜：10時～16時
（年末年始、祝日を除く）
小平市学園東町１－１９－１３
（小平市福祉会館２階）

小平市の子育て相談室
☎０４２–３４５–２４１６
電話または面談（要予約）
月曜～土曜：9時45分～17時30分
（年末年始、祝日を除く）
小平市学園東町１－１９－１３
（小平市福祉会館２階）

小平警察署生活安全課
☎０４２–３４３–０１１０
月曜～金曜：８時30分～17時15分
（年末年始、祝日を除く）
＊ストーカー・DVなどの緊急時
は24時間対応しています。

「
表
紙
作
品
に
つ
い
て
」

夏
休
み
真
っ
只
中
の
中
央
公
園
の
木
陰

で
催
さ
れ
た
小
平
市
市
民
活
動
支
援
公
募

事
業
「
す
も
う
あ
し
あ
〜
と
」。
小
平
市

内
で
今
年
発
足
し
た
団
体
〝
あ
〜
と
寺
子

屋
〟
の
第
一
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

代
表
の
坪
川
京
子
さ
ん
（
武
蔵
野
美
術

大
卒
）
は
、
大
好
き
な
小
平
市
で
ま
ち
づ

く
り
を
含
め
た
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

し
た
い
！　

と
後
輩
の
学
生
に
呼
び
か
け

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
す
も
う
あ
し
あ
〜
と
」
は
、
東
西
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
赤
系
・
青
系
の
イ
ン

ク
を
そ
れ
ぞ
れ
足
裏
に
つ
け
て
の
土
俵
入

り
。
相
撲
を
し
て
遊
ぶ
と
い
う
経
験
が
な

い
現
代
っ
子
た
ち
は
、「
ハ
ッ
ケ
ヨ
ー

イ
！
ノ
コ
ッ
タ
！！
」、
行
司
の
掛
け
声
に

も
最
初
は
戸
惑
い
、
な
か
な
か
攻
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
二
巡
目
、
三

巡
目
と
な
る
と
、
勝
負
熱
も
上
が
り
、
周

り
の
大
人
も
大
盛
り
上
が
り
。

土
俵
に
つ
い
た
足
跡
か
ら
は
躍
動
感
あ

ふ
れ
る
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
、
赤
系
・
青

系
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
な
ア
ー
ト

作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子

ど
も
達
は
汗
が
光
る
笑
顔
で
、
イ
ン
ク
の

付
い
た
足
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、
お
互
い

の
勝
負
を
健
闘
し
あ
い
、自
分
の〝
あ
し

あ
〜
と
＂を
探
し
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
体
を
使
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。「
す
も
う
」
と
い
う
日
本
の

伝
統
文
化
を
体
験
し
て
、
子
ど
も
達
は
初

め
て
の
経
験
が
、
充
実
し
た
時
間
に
な
っ

た
は
ず
で
す
。

〝
あ
〜
と
寺
子
屋
〟
の
第
二
回
目
の
イ

ベ
ン
ト
は
、「
未
来
の
小
平
」
を
粘
土
で

表
現
す
る
そ
う
で
す
。
子
ど
も
達
の
発
想

で
ど
ん
な
未
来
都
市
に
出
来
上
が
る
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
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『ひらく』の書棚
小平市男女共同参画センター“ひらく”にある本の紹介です。本は借りることができます。

『
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は

希
望
の
原
理
か
』

フ
ェ
ミ
ッ
ク
ス
編
集
・
発
行

１
５
０
０
円
＋
税

今
年
の
夏
ス
イ
ス
で
の
国
民
投
票
報
道
が
あ
っ

た
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
「
す
べ
て
の
個
人

が
、
無
条
件
で
、
必
要
な
所
得
へ
の
権
利
を
持

ち
、
人
を
分
断
し
た
り
序
列
化
し
な
い
で
、
基
本

的
な
生
活
を
保
障
し
、
人
間
と
し
て
尊
厳
あ
る
生

活
を
営
む
た
め
の
お
金
を
、
水
や
空
気
と
同
じ
よ

う
に
保
障
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

本
書
の
前
半
に
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
詳

し
い
人
た
ち
の
疑
問
や
期
待
が
入
っ
た
考
え
方
が

書
か
れ
て
い
て
、
後
半
に
は
貧
困
問
題
、
女
性
問

題
、
社
会
問
題
な
ど
に
関
わ
る
人
た
ち
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
載
っ
て
い
る
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
自
体
は
、
２
０
０
年
近

く
の
歴
史
の
あ
る
政
策
で
あ
り
、
70
年
代
に
は
欧

米
で
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー
た
ち
の
支
持
を
得
た
。

実
現
す
る
に
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
山
の
よ
う
に
あ
る
。し
か
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
行
わ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン

カ
ム
法
が
あ
り
、実
践
す
る
村
が
あ
る
こ
と
も
書

か
れ
て
い
る
。こ
れ
こ
そ
「
希
望
」
で
あ
る
。（
Ｔ
）

『
今
日
も
珈
琲
日
和
』

珈
琲
屋
台
「
出
茶
屋
」
店
主

鶴
巻
麻
由
子　

著

東
海
教
育
研
究
所
発
行

１
６
０
０
円
＋
税

注
文
を
受
け
て
か
ら
豆
を
挽
き
、
小
金
井
の
井

戸
水
を
炭
火
で
沸
か
し
、
丁
寧
に
ハ
ン
ド
・
ド

リ
ッ
プ
で
い
れ
て
く
れ
る
珈
琲
屋
台
「
出
茶

屋
」。
グ
リ
ー
ン
の
車
体
に
赤
い
屋
根
の
リ
ヤ

カ
ー
を
小
金
井
公
園
や
街
中
で
見
か
け
た
人
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
に
は
、
著
者
が
高
校
時
代
か
ら
「
出
茶

屋
」
を
始
め
る
ま
で
の
話
、「
出
茶
屋
」
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
リ
ヤ
カ
ー
や
火
鉢
、
珈
琲
豆

の
話
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
取
り
わ
け
、
ア
ル
バ
イ

ト
や
旅
先
で
の
出
来
事
や
人
々
と
の
出
会
い
か
ら

夢
へ
と
つ
な
が
り
、
10
周
年
を
迎
え
る
頃
に
は
温

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
広
が
っ
て
い
た
…
と
い

う
く
だ
り
は
、
何
だ
か
現
代
の
お
と
ぎ
話
の
よ
う

で
、
ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

読
め
ば
必
ず
美
味
し
い
珈
琲
が
飲
み
た
く
な
る

一
冊
。
予
め
傍
に
ご
用
意
を
。（
Ｓ
）

『
夫
に
死
ん
で
ほ
し
い
妻
た
ち
』

小
林
美
希　

著

（
朝
日
新
書
）

７
８
０
円
＋
税

著
者
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
女
性
の

雇
用
や
子
育
て
の
問
題
の
取
材
中
「
夫
が
死
ね

ば
い
い
の
に
」
と
思
う
瞬
間
が
一
度
は
あ
る
と

い
う
女
性
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。

２
０
１
４
年
６
月
に
70
歳
の
女
性
が
79
歳
の

夫
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
以
前
の
怒
り

が
引
き
金
に
な
り
夫
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
傷
害
致
死
事
件
の
ほ
か
、
70
歳
代
か
ら
30

歳
代
ま
で
の
専
業
主
婦
、
働
く
主
婦
た
ち
が
怒

り
を
感
じ
た
夫
の
言
動
に
つ
い
て
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
が
書
か
れ
て
い
る
。

男
性
に
は
、
是
非
一
読
し
て
も
ら
い
た
い
本

で
あ
る
。「
妻
か
ら
死
ん
で
ほ
し
い
と
思
わ
れ

な
い
」
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
本
書
か
ら
得
て
、
自

ら
の
妻
と
の
日
常
を
振
り
返
り
、
改
善
で
き
る

こ
と
を
改
善
す
れ
ば
、
幸
せ
な
明
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。（
Ｋ
）
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行って
みました

男女共同参画社会づくりに向けての全国会議

多様な働き方が女性の活躍を進める！

6月27日に東京国際フォーラムで開催された「男女共同
参画社会づくりに向けての全国会議」に行ってみました。

今年も男女共同参画週間に「男女共同参画社会づ
くりに向けての全国会議」が、東京国際フォーラム
で行われました。前厚生労働事務次官、村木厚子さ
んの基調講演「誰もが活躍できる社会を目指して」
では、女性の活躍推進の背景にある少子化が進行し
て、人口減少社会になった我が国の「せっぱつまっ
た」状況が指摘され、世界各国の女性の就業率を見
ると就業率の高い国が合計特殊出生率も高いことか
ら、少子化を救うには女性の活躍の推進＝働く女性
を増やすことしかないことが話されました。
「取組事例紹介」は「多様な働き方による女性の
活躍推進」というテーマで、女性の離職を防ぐ活動
をしている一般社団法人営業部女子課の会代表理
事、太田彩子さん、仕事と子育ての両立で企業や地
域と連携して働くことを考える活動をするように
なった特定非営利活動法人ワークライフ・コラボ代
表、堀田真奈さん、ICTを活用して女性が働き続け
られるようにしたいと活動する株式会社コミュニ
ティネット代表取締役、今井房子さんらが自らの活
動について話されました。理論でなく実際の体験、
活動なので具体的でわかりやすく、多くの人に聞い

てほしい話でした。
パネル・ディス
カッションもテー
マは、「『多様性と
ICT』が女性の活

躍を後押しする」
で、一般社団法人日
本テレワーク協会会
長、宇治則孝さん、
パワーママプロジェ
クト主宰、椿奈緒子さん、野村證券（株）人材開発
部兼人事部タレントマネジメント・ジャパンヘッ
ド、東由紀さん、サトーホールディングス（株）代
表取締役執行役員社長（CEO）、松山一雄さんが話
されました。
こちらも実際の活動に基づく話で、明日に生かせ
るヒントがたくさんあり、今年はこれまでとは違う
全国会議になっていました。（北川）

ひらくはココにあります。
男女共同参画センター“ひらく”、公民館（１１館）、図書館（１１館）、地域センター（１９館）、大
学（6か所）、福祉会館、市民総合体育館、児童館（3階）、健康センター、健康福祉事務セン
ター、市役所、東部・西部出張所、郵便局（１７か所）、市内各駅（７か所）、ふれあい下水道館

小 川 町 多加楽、手作りクッキーの店歩、商工会館、JA東京むさし、小平警察署、小平消防署小川出張所、南台病院

ギャラリー青らんぎ

ビューティーサロンサンローズ、梁里館、美容室ヘアーグラシュ、本間歯科、ヘアーサロンサンライズ、あかね薬局

アトリエ・パンセ

佐野商店、たましん小平支店、NMCギャラリー、小川ホーム

床屋のけんちゃん、笹間住宅資材、たましん一橋学園支店、学園接骨院、国際交流協会

日本堂文具店、梅の里、アクティブスタジオ、りそな銀行小平支店、東京都民銀行小平支店
おだまき工房、きそ歯科クリニック、ふく歯科、寝具センター丸新、美容室Je、とりあん、一橋鍼灸接骨院

多摩済生病院、カフェラグラス、珈琲の香、POEM、永田珈琲、ルネこだいら、
小平駅前クリニック、シャンブル、子育てサポートきらら

小平消防署

風のシンフォニー、公立昭和病院

ガスミュージアム

小川西町

小川東町 上水本町

学園西町

学園東町

美 園 町

仲 町 大 沼 町

花小金井

編
集
後
記

参加者の感想

●
昨
年
ま
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
て
、
役
割
分
担
が
大
変

で
し
た
が
、
今
年
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
文
章
を

書
い
た
り
、
で
き
る
方
が
参
加
さ
れ
て
編
集
作
業
が
ス

ム
ー
ス
に
行
き
、
よ
か
っ
た
。�

（
Ｙ
）

●
数
日
前
、あ
る
老
夫
婦
を
見
か
け
ま
し
た
。女
性
が
乗
っ
て

い
る
車
椅
子
を
男
性
が
後
ろ
か
ら
押
し
な
が
ら
、和
や
か

に
話
し
か
け
て
、吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
病
院
に
入
っ
て

行
か
れ
ま
し
た
。
老
夫
婦
、年
は
重
ね
ど
衰
え
ず
。�

（
Ｊ
）

●
特
集
の
取
材
に
応
じ
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

に
自
分
の
生
き
方
を
持
っ
て
ら
し
て
、
前
向
き
に
生
き
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
は
、
眩
し
い
く
ら
い
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
私
た
ち
も
し
っ
か
り
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�（
Ｋ
）

社会の多方面で女性が活躍するためには、パート
ナーである男性が家事、育児、介護等に積極的に参
加できる環境の整備を進めていく必要があります。
そのためには、職場、家庭、地域等あらゆる分
野の意思決定過程に女性が参画していくことが大
事なことである、と思いました。（高橋）
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ひらく 第39号
平成28年10月発行

発行/小平市地域振興部市民協働・男女参画推進課
☎ 042-346-9618　FAX 042-346-9575

企画・編集/男女共同参画推進実行委員会
浅野　里美　　北川　紘二　　高橋　雅子
安食世津子　　酒井　　愛　　谷原　裕子
阿部　直子　　坂岸　真子　　野崎　裕子
岡　　武左　　笹尾かをる　　吉岡　博江
岸　　和夫　　寿福院美屋子　　吉村　順介

この４月に管理・運営・利用方法が変わった小平市男
女共同参画センターでは、10月23日に開催される「元気
村まつり」に登録団体が協力して、その活動を市民のみ
なさんにお見せすることになっています。
現在、利用登録している団体は16団体ですが、これに
小平市男女共同参画推進実行委員会を加えた17団体が、
その活動を紹介する展示を参画センターで行うと同時

に、来場され
た市民のみな
さんに団体を
紹介するチラ
シと参画セン
ターのリーフ
レットを差し
上げます。

そして、小平市男女共同参画推進実行委員会は、今年
も映画を見る会を午後１時から行います。今年上映され
るのは「人生、いろどり」という日本映画。徳島県上勝
町で高齢の女性たち
が始めた、木の葉や
道ばたの草を料理の
〔つまもの〕として販
売するビジネスが大
成功する実話を映画
化したものです。楽
しみながら考えさせ
られる映画です。
あなたも、10月23日、
参画センターにいらっ
しゃいませんか？

小平市男女共同参画センター　最近の動き

元気村まつりで見せます登録団体の活動

『ひらく』は男女平等な社会、だれもが生きやすい社会、住みやすい地域を作るために役立つ広報誌です。公募市民が企画・編集をしています。
再生紙を使用しています。

馬場　悦子さん（仲町在住）

太陽や、風や水、自然でつく
るエネルギーが、経済に依存
しない社会を作ってくれる。

いきいき
レディ●37

小平在住・在勤・在学の女性を訪ねて、
そのいきいきした様子や元気の素を伝えます。

「子どものころから、祖父や祖母が母や
父を育て、両親が私を育てる。その循環、
いつかは渡す命を守るために命をつなげて
いく、と漠然と思ってました。自然食で
育ったのも命を守ることに関係あるのか
なーと感じていました。」
結婚、子育て、その間に命と環境を守る
ことを考えはじめた馬場さんは、1986年の
チェルノブイリの原発事故を知って衝撃を
受けます。「だって、気がついてみたら、
日本にだって原発はあるんですものね。も
し何かあったら、チェルノブイリと同じ運
命じゃないですか？」
そう考えると、食の安全をうたいながら
原爆実験をしている地域の野菜を輸入・販
売している現実、目先の経済を優先させる
ための原子力発電所、最終ごみ処分場から
出る汚染水、馬場さんを不安にさせること
が続いた時、小平市の小学校給食の民間委
託への反対運動が起こりました。
それまで小平市の小学校は、栄養士の指
導のもとに各学校の給食室で市の職員が給
食を作っていました。ところが市の教育委
員会から民間委託が提案されたのです。食
の安全に対して敏感な保護者達から一斉に
反対の声が上がり、市内の小学校のPTA

が署名運動や抗議集会を開きました。
「考えてみれば、あれが市民活動に参加
した最初だったのかもしれませんね。給食の
民間委託が取りやめになるまでの数か月間、
みんな給食を守るために一丸となって動き
ました。市民活動の熱さを実感しましたね」
それからの馬場さんは環境問題に本格的
に取り組んで、「小平・環境の会」「エコダ
イラネットワーク」「こだいら菜の花プロ
ジェクト」「こだいらソーラー」のメン
バーとして活動。３年前、全国的に注目さ
れた、玉川上水と雑木林を突っ切る都道
３・２・８号線について問う住民投票にも
関わりました。
「今一番力を入れているのは、こだいら
ソーラーの活動ですね。環境についていろ
いろやって来て、やっぱり原点はエネル
ギー。それも目先の経済優先のエネルギー
開発ではなく、地産地消のエネルギー。私
たちの手が届く温かいお金が地域で回って
いく、そういう社会を目指すために、自然
エネルギーに期待したいんです」
どんな命も守りたい、そのためには何を
したらいいのか、この素朴な疑問から始
まった馬場さんと環境問題との付き合い
は、まだまだ終わりそうもありません。

いつかは誰かに渡さなくてはいけない生命を守るために


